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作成：三島市役所 地域協働・安全課 きずなづくり推進室（TEL：055-983-2708） 

 

5月 24日（木）に開催された「平成 30年度向山小学校区第１回地域コミュニティ連絡会」にご出席

いただきまして、誠にありがとうございました。当日の発言や意見をまとめた資料ができましたので、

送付いたします。（三島市のホームページにも掲載しています） 

 

■開催概要■ 

日 時 平成 30年 5月 24日（木）19:00～20:45 

会 場 錦田公民館 

参加団体 

（30名） 

夏梅木町内会 

中島町内会 

多呂自治会 

北沢町内会 

三島パサディナ自治会 

サンステージ向山王の郷自治会 

サンステージ向山はにまるタウン自治会 

交通安全母の会 

若葉保育園 

大場幼稚園 

向山小学校 

向山小学校 PTA 

中郷中学校 

中郷中学校 PTA 

スクールガード 

民生委員・児童委員 

地域安全推進員 

多呂北沢双葉会 

中郷地区地域包括支援センター 

三島市社会福祉協議会 

中島子供会 

三島市子ども会連合会 

 

■次第■ 

開会・市長あいさつ 

１「コミュニティ連絡会について」 

２「地域の情報を共有しよう」 

３「現在の状況を確認しよう」 

４「地域でできることを考えよう」 

５「話し合いの内容発表」 

６「アンケート記入」 

 

 

 

  

平成30年度 向山小学校区 

 第１回地域コミュニティ連絡会のまとめ 
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 各団体間の情報やお願いしたいことなどを共有しました。 

 

■主な情報交換の内容 

団体 情報の概要 

若葉保育園 ・園児と地域のつながりづくりのため、大場の店巡りを今年も行う予定です。 

・11月に大場の老人会を招待して、園児が歌や劇を披露します。 

大場幼稚園 ・市内全園で今年から 3歳児保育を開始しました。3歳児が 10人以上でない

と来年度の 3歳児保育ができないので、ぜひ宣伝をお願いします。 

向山小学校 ・6月 2日に運動会を開催します。ぜひ子どもたちを応援してください。 

中郷中学校 ・地域の中にある学校だと考えています。 

・バザーや廃品回収等へのご協力いただき、ありがとうございます。今後もよ

ろしくお願いします。 

夏梅木町内会 ・地区の運動会がなくなり、一人暮らし世帯や空き家が増加しており、地域の

コミュニティがより重要になっています。 

三島市 

社会福祉協議会 

・生活支援コーディネーターとして、居場所づくりを頑張っています。 

向山小学校 PTA ・例年通り、2回の廃品回収と秋のバザーを行う予定です。ご協力をお願いし

ます。 

三島市 

子ども会連合会 

・子ども会に入らない世帯が増加しており、少子化とも重なり、子ども会活動

が停滞しています。このままでは、将来の自治会活動に悪影響が出るのでは

ないかと不安です。 

・5月 26日（日）にドッジボール大会を開催します。 

 

 

 

 

 

 今回の連絡会のテーマである「居場所づくり（高齢者と子どもの交流等）」と「地域で子どもを育

てる」のうち、各参加者が希望するテーマを１つ選択し、各テーマに分かれて意見交換しました。 

 

 
居場所づくり（高齢者と子どもの交流等） 

 
地域で子どもを育てる 

 

意見交換の結果の概要は次ページ以降に掲載しています。 

 

「地域の情報を共有しよう」のまとめ 

「地域でできることを考えよう」のまとめ 
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■グループ別意見交換のまとめ 

グループＡ 居場所づくり（高齢者と子どもの交流等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

校区内での活動状況 活動の拡大・新たな取り組み 

課題・問題点 

■参加者が減っている 

・多呂、北沢双葉会、老人会へ入会する人

が現在は 0人。どうしたら良いか。 

・夏休みラジオ体操、老人の参加がない。

（中島子ども会） 

・参加者が高齢化している。（包括支援セン

ター活動） 

・決まった人でかたまってしまう（北沢町

内会） 

・参加者が固定化 

・亡くなる人も多い。 

■世代間交流が少ない 

■会場への移動が大変 

・会場までの移動が大変な場合がある。 

 

 

●地域包括支援センターの活動 

・認知症カフェ「ふらっとうめな」（中郷）を開

設した。 

・各団体に実蹟あり 

●町内会の活動 

・春と夏に祭りを行っている（北沢町内会） 

・納涼祭を実施している（多呂自治会） 

・健康寿命の延伸を目指している（パサディナ） 

・水、土、日曜日に終日開放している（山のサロ

ン） 

・納涼祭を実施している（錦ヶ丘） 

・図書カフェを開催している 

・9月に敬老大会を実施している（夏梅木町内会） 

●子ども会・老人会の活動 

・サロンづくりを検討している。老人会（夏梅木

幸生会） 

・グランドゴルフ、カラオケ、ダンス（中島老人

会） 

・①アユミ会（オドリの会）、②グランドゴルフ、

③輪投げ（多呂・北沢双葉会） 

・春と夏に輪投げ大会を実施している。11の団

体で会員 400名（錦田老人クラブ連合会） 

・自治会納涼祭に参加している。どんど焼（多呂

子ども会） 

・正月にもちつき大会、ゲームあそびを実施して

いる（夏梅木子ども会主催） 

 

新たな展開 

○楽しい居場所をつくる 

・錦田包括支援センターの指導によりサロ

ン作りを進める。 

・老人会との折合を何とかする。 

○取り組みを継続・拡大する 

・錦田包括支援センターの指導によりサロ

ン作りを進める。 

○体を動かして健康づくり 

・集まったら身体を動かして、健康寿命の

延伸に取り組む。（山のサロン） 

 

 
解決への工夫 

○世代間交流したい 

・子ども達に活動の中で地域の歴史を教え

たり、昔話を聞かせる。（北沢町内会） 

・文化祭で子どもの作品を展示する。（パサ

ディナ） 

・世代間交流を進める。（山のサロン） 

○簡単にできるイベント 

・お金のかからない旅行をする。（夏梅木） 

・子ども会やＰＴＡと連携する。 

・納涼会は年に一度だけなので、月１回、

週１回の行事を考える。（多呂） 
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グループＢ 地域で子どもを育てる 

 

 

 

 

 

 

校区内での活動状況 活動の拡大・新たな取り組み 

＜各団体等で取り組んでいること＞ 

【子どもの育成】 

・市子連では、子どもリーダーを 1年通じて育成を行っ

ている 

・あいさつ運動を実行している（中郷中学校） 

・中学生が地域の防災訓練に参加している（中郷中 PTA） 

・子どもを育てると同時に、保護者への啓発を進める 

（大場幼稚園） 

 

【地域の大人との交流】 

・町内会行事や子ども会行事を年間を通して月 1回程度

行っている（抜け講、お祭り、レクレーション、クリ

スマス会、どんどん煙、節分祭など）（中島子ども会） 

・夏祭りに子ども会の出店があり、積極的に子ども達が

参加している（パサディナ） 

・老人会の方との交流とともに、幼児と地域のお店との

交流をしている（若葉保育園） 

 

【子どもの安全確保】 

・旗振しているが、地区内の子ども達の名前や人員がど

の程度いるのか分からない。確認方法を教えてほしい

（地域安全委員） 

・登下校時の見守りの強化をしている。 

①地域住民が玄関先に出る 

②笑顔で子ども達に声を掛ける（パサディナ自治会） 

 

【子どもたちのサポート】 

・PTA、学校支援本部、おやじの会等が学校や子どもを

支えてくれている（向山小） 

＜現在の子どもたちを取り巻く環境＞ 

・小中学生は忙しい 

・両親が共働き 

・道路で遊ぶと苦情が来る、不審者がいるなどの理由

で外で遊ぶことができず、パソコンやゲームなどで

家の中にとじこりがち。 

・保護者が仲良い人たちとしか交流しない傾向 

・子ども同士の付き合いが希薄 

・外で遊ぶと危険。学校に苦情が来る 

・子どもが集まっていると「うるさい」と苦情が来る 

・公民館を自由に使えない 

希望者で部会を開催する！ 
・年２回の連絡会だけでは話がまとまらないので、「地域で子どもを育てる」ことに

ついて、希望者を募り部会形式の話し合いを行う。 

＜子ども会の本来の姿＞ 

・子ども主体で見守る 

・子どもに任せる 

できていない 

●子どもに自主運営させたい 

・週に 1日でもよいので、放課

後に公民館で子どもが遊べる

日を作りたい 

 

●地域でサポートを 

・保護者達は忙しいので、地域でサポートが必要 

・子どもを見守ってくれる地域の大人を募集する 

・責任を持って地域で子どもを預かる体制作りを 

●安全な場づくり 

・安全を確保した上で、 

子どもの自主性を伸ばしたい 

●見守りの協力を！ 

・向山古墳周辺は 800ｍ位家がなく、錦が丘

有志が見守りしている。東大場パサディナ町

内も参加してほしい（地域安全推進員） 

・地域の方が子どもに注意できるように！ 

 

●学校への協力を呼びかける 

・地域の方へ廃品回収やバザーへの参加を積極的に呼びかける！（中郷中） 

●小学校の校庭開放を！ 

・「放課後に学校の校庭で遊んでから帰りたい」

という子どもの声が多い 

⇒校区が広いので早く帰さないとならないの

が実情だが、地域の力でなんとかならないか 


